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〈表示例〉
食糧庁精米表示基準(;::基づく表部

品名 キ青 米

産地 品種 産年 i使用割合

A県産 コシヒカリ 7年産 40% 
原料玄米 B県産ササニシキ 7年産 20% 

その他 40% 
(うち未検査米 10%) 

正味重量 5 kg 

精米年月日 8. 1.20 

00米穀卸株式会社
口口県00市ムム町ママ 1-2 

販売業者名 TEL 012 (345) 6789 
又は

精米工場名 00米穀卸株式会社 ムム精米工場

口口県00郡ムム町003-45 
TEL 0123 (45) 6789 
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お
気
づ
き
で
す
か
。
こ
の
と
ご
ろ
お
米
屋
さ
ん
の
盾
先
仁
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
お
米
が
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

と
。
国
内
産
の
も
の
は
も
と
よ
り
、
外
国
産
米
や
「
コ
シ
ヒ
力
リ
一

O
O
%
」
な
ど
と
銘
打
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
米
と
呼

ば
れ
る
も
の
ま
で
登
場
し
て
い
ま
す
。
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
気
に
な
る
の
は
中
身

※
1
 

の
信
頼
性
。
そ
ん
な
消
費
者
の
声
に
ご
た
え
た
の
が
、
新
食
糧
法
の
施
行
で
一
新
さ
れ
た
精
米
表
示
と
そ
の
認
証
マ

ー
ク
で
す
。

原
料
率
米
に
つ
い
て
の
情
報
を

産
地
・
口
叩
種
・
産
年
の

3
点
セ
ッ
ト
で
記
載

お
米
の
袋
に
表
示
さ
れ
る
精
米
表
が
、
い
っ
と
れ
た
の
か
」
が
、
だ
れ

示
の
、
ど
こ
が
新
し
く
な
っ
た
の
で
の
自
に
も
一
目
り
ょ
う
然
と
な
っ
た

し
よ
う
か
。
大
き
な
改
正
点
は
「
原
の
で
す
。

科
玄
米
」
の
記
載
の
仕
方
に
あ
り
ま
ま
た
ブ
レ
ン
ド
米
に
つ
い
て
は
、
使

す

。

用

割

合

の

多

い

順

に

全

体

の

ωパ
l

こ
れ
ま
で
の
原
料
玄
米
の
記
載
の
セ
ン
ト
に
達
す
る
ま
で
産
地
・
品

仕
方
は
「
I
類

O
%以
上
」
と
い
う
よ
種
・
産
年
ご
と
の
使
用
割
合
を
記
載
。

う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
般
消
そ
れ
以
外
は
「
そ
の
他

O
パ
!
セ
ン

費
者
に
は
分
か
り
づ
ら
い
も
の
で
し
ト
」

と
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

た
。
し
か
し
、
新
食
糧
法
に
よ
る
精
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
原
料
玄

米
表
示
制
度
の
も
と
で
は
「
産
地
・
品
米
に
外
国
産
の
米
が
使
わ
れ
て
い
る

種
・
産
年
」
の
一
一
一
つ
を
セ
ッ
ト
で
記
載
場
合
は
、
そ
の
米
の
産
地
国
(
例
・

す
る
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
つ
ア
メ
リ
カ
産
加
州
米
な
ど
)
ご
と
の

ま
り
「
ど
こ
で
、
ど
ん
な
品
種
の
米
使
用
割
合
が
別
に
記
載
さ
れ
ま
す

表
示
と
袋
の
中
男
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を

認
証
マ
ー
ク
な
ど
が
お
約
束

「
袋
の
表
示
が
分
か
り
ゃ
す
く
、
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
正
し
い
と
認

き
め
細
や
か
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
め
ら
れ
た
も
の
に
は
「
認
証
マ
ー
ク
」

れ
ど
、
肝
心
の
袋
の
中
の
米
は
本
当
を
つ
け
て
、
消
費
者
の
信
頼
を
得
る

に
記
載
ど
お
り
な
の
か
し
ら
」
1
1
0

と
い
う
制
度
で
す
。
袋
の
中
身
が
表

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
表
示
と
袋
の
示
ど
お
り
の
も
の
か
ど
う
か
は
、
こ

中
身
が

一
致
し
て
い
な
い
な
ん
て
こ
の

H

信
頼
の
あ
か
し
H

と
も
い
え
る

と
の
な
い
よ
う
に
、
新
食
櫨
法
で
は
認
証
マ

l
ク
の
有
無
で
判
断
で
き
る

第
三
者
機
関
に
よ
る
「
精
米
表
示
認
よ
う
に
な
り
ま
し
た
口
ま
た
、
認
証

託
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模
の

こ
れ
は
、
表
示
認
証
機
関
に
指
定
精
米
工
場
で
精
米
さ
れ
た
お
米
に
対

さ
れ
た
(
財
)
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
、
し
で
も
、
都
道
府
県
ご
と
に
指
定
し

表
示
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
た
組
合
が
表
示
と
内
容
を
確
認
し
、

! -おいしいお米を選ぶコツー

精米年月日にも気を配ろう

おいしいお米、食べていますか。お米はいわば生

鮮食白。ですから、お米を選ぶ際に産年に注意する

のはもちろんですが、精米年月日にも気を配りたい

ものです。というのも、いくら今年とれたお米でも、

精米してからの時間がたてばたつほど、昧が落ちて

しまうからです。

(
使
用
割
合
の
表
記
は
原
則
と
し
て

mパ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
)
。

一
方
、
未
検
査
米
が
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
原
料
玄
米
の
欄
に

「
未
検
査
米
」
と
別
に
記
載
さ
れ
(
産

地
・
品
種
・
産
年
の
表
示
は
な
し
)
そ

の
使
用
割
合
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

精
米
表
示
に
は
原
料
玄
米
の
ほ
か

に
も
「
品
名
(
う
る
ち
、
も
ち
、
佐
芽

精
米
)
」
、
「
正
味
重
量
」
、
「
精
米
年

月
日
」
、
「
販
売
業
者
名
又
は
精
米
工

場
名
」
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま

さ
に

H

お
米
の
素
顔
が
見
え
る
ο

表

示
と
い
う
わ
け
で
す
。

一
致
し
た
も
の
だ
け
に
「
認
証
マ
ー

ク
」
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

後
、
ま
す
ま
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
お
米
が
世
の
中
に
出
回
っ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と

き
、
消
費
者
に
必
要
と
な
る
の
が
商

品
を
選
ぶ
目
を
も
つ
こ
と
で
す
。
袋

の
中
に
ど
ん
な
お
米
が
入
っ
て
い
る

の
か
は
精
米
表
示
で
チ
ェ
ッ
ク
、
ま

た
、
そ
の
表
示
が
信
頼
で
き
る
も
の

か
ど
う
か
は
マ
l
ク
の
有
無
で
チ
ェ
ッ

ク
|
|
、
こ
れ
か
ら
の
お
米
を
買
う

と
き
の
基
本
に
な
っ
て
き
そ
う
で
す

ュ。
J
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昨年11月 1Bに[主要食糧の需給及び価格の安定仁関する法律J(新
食糧法)が施行されたことにともない、米の適正な在庫水準の維持と

髄洛の安定を図るため、平成8年度より新生産調整推進対策が実施さ

れるごとになりました。

下
段
は
保
護
者
名
。
敬
称
略
。

川

辺

小

学

校

10 
人

鈴矢

木部

大陸

一丈

夫徳

介美

も
う

の

8
年
度
生
産
調
整
の
配
分
面
積
決
定

食
糧
管
理
法
が
平
成
8
年
ロ
月
に

廃
止
さ
れ
新
た
に
制
定
さ
れ
た
新
食

糧
法
で
は
、
生
産
調
整
が
「
米
の
需

給
及
び
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
の

重
要
な
手
段
」
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
8
年
度
か
ら

m年
度
ま
で
の

3
年
間
実
施
さ
れ
る
新
生
産
調
整
推

進
対
策
の
特
徴
は
、
転
作
以
外
の
手

成 8年新生産調整
対象面積(水田営農活
性化対策ベース((11去作等

配分面積》

法
(
昨
年
度
緊
急
措
置
さ
れ
た
調
整

水
田
の
継
続
。

多
面
的
機
能
水
田
口

自
己
保
全
管
理
の
地
域
条
件
を
解

ち
よ
く
は
ん

除
。
直
播
、
有
機
栽
培
に
よ
る
減
収

分
を
面
積
換
算
す
る
な
ど
)
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

新
年
度
村
に
配
分
さ
れ
た
生
産
調

整
対
象
自
様
面
積
は
、
一
二
九
・
七

o
p
(水
田
営
農
活
性
化
対
策
ベ

!

26アール

(水田面積 X26%)

②加工用米配分数量

関鈴野丹鈴講坂矢

根木崎内木井本部

大絵慎揚惇 泰
里一

倫香悟香也郎望舞

照裕 一佳 保 輝吉
R久
竺i乙

義幸 彦 三弘雄康

2袋(換算面積1.4
アール)

(水田面積 xl.4%) 

玉
川
第
一
小
学
校

46 
人

五塩駒鈴小岡谷村岩薪悶佐上飯小真
十木
嵐浮根木林部地越 j頼 藤 井 藤 野田針弓

美早尚 j青夏理イ左亮大麻か朔
也 ず

衣穂、愛豪治紀子一花加可平 ipfli裕み太

中月矢柄i関谷

舞
依
北
大

ゆ
か
り

直

人

順

一
友

哉

-J 
J

ノ

昭

次

敏
臼
田

栄
美

好

秀

夫

美
保
子

麻千

/ノ

会
年
グ

島田~!欠沼根地

5アール

(定着除外面積が

ある場合)

宝〉';:iT 
③定着除外面積
(果樹などの作付け)

c:!)新生産調整会j"象水田
面積 (アゲイドライン)
①一①一③

19.6アール

士山
一月

一一一一
口

ム

d
p
p
r
1

美
智
子

主
「守

二

k

n
U

ニ
ノ

寛

司

邦

男
ヰ
ミバ乃茂

光
日
間

ι結
晶

任

体

ニ
E
Z

，tH前

νむ
ム

口

プ

ノ

、

V
1

車
問豊

吉

徳等

w
h
u
v
 

ヰ
ナ定

男

平成8年度村内各小学校

--ゴ~.富山11=~ヨ~望・1・--=士~・・
・~Jj"企~二~三量円や4・，企‘・・~-

ス
)
で
、

7
年
度
よ
り
一
二
・
七

O
C

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
あ
ぶ

く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合
と
と
も

に、

2
月
同
日
に
「
玉
川
村
新
生
産

調
整
推
進
対
策
協
議
会
」
を
村
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
平
成
8
年

度
の
農
家
配
分
方
法
や
と
も
補
償
制

度
の
取
り
組
み
方
な
ど
を
協
議
し
ま

し
た
。そ

の
結
果
、
各
農
家
の
生
産
調
整

対
象
面
積
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
の
提
示

と
加
工
用
米
の
配
分
は
、
村
の
水
田

山
総
面
積
に
対
す
る
、
県
か
ら
提
示
さ

れ
た
生
産
調
整
対
象
面
積
の
割
合

(表
①
)
で
算
出
し
、

4
月
上
旬
ま
で

に
計
画
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
役
場

農
政
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

曾小関相大大広小車車出佐真石坂佐小本木小小古鈴 溝

回針根田竹竹瀬林回田山藤弓井本藤針 橋 田 林 林 田木井

里伊 大 慾{建 ;1守勝
佐

樹太衣穂子寛気真莱美純明太 友博

康泰栄邦良哲元文和峰 j青喜恭勝栄章勝竹敏勝 正忠保
勝

男信光夫!黄哉安弥雄男貞夫雄男策洋広夫雄広男二夫

草小塩大 石小草

愛大一由綾安知雄裕麻美央満優
香

英香子地 海里香質

r告

野同野針滞木森針

幸

訓

大

地

友
里
子

達

也

和

樹
祐

司

和

也

士
口
実

夫

秀

雄
行

夫

栄

一

和

之

光

徳

美
智
雄

守

1J
・

4
ノ

増 塩小榊関塩鈴小鈴藤塩石宗増 須 関 有 関 鈴 近 大 大 宗 熊 須 大 草 虞 栃I11 石塩瀬 劉 員
ilJ 野 野

子 j宰原校根津木田木田津森形子釜根賀根木内野野形谷田木野田枝森深谷井目

祐な成 和 恵 理 真 寛 刻 大 大聡 千歩美重 み麻美仁 加美
お な走者

太香渉希美二真 子沙 衣也大地介 美 幸 紘 美 智美智み美香幸元理穂護涼美也太美

里拓建宏雄 友

4 

貞重克春勝幸 繁 健 照 幸 和 弘 i告 信安良幸義源誠正武保 孝常孝陽 和武 孝 真
明 仁 守

美明夫 夫別徳一男男一美徳、勝 一夫二孝一吉治春将美 行 男 義 子 彦寿一一
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福
島
空
港
か
ら

J
A
L
機

で
大
阪
空
港
へ

大
阪
空
港
着
。
パ
ス
で
関

西
国
際
空
港
へ

関
西
国
際
空
港
か
ら
日
本

ア
ジ
ア
航
空
機
で
台
北
空

港
へ

台
北
空
港
着
。
市
内
泊

鹿
火
口
郷
公
所
で
歓
迎
式
。

そ
の
後
、

3
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
交
流
及
び
郷
内

考
察

夕
食
交
流
会
。
郷
内
泊

ハ
υ
・F
h
J

1
ム
・

τi

F0
・
F
3

1
よ・つ
ω

、7
・ハ
U

(
、
・
。

公
所
で
郷
長
ら
に
見
送
り

を
受
け
離
郷
c

台
中
市
へ

台
中
市
内
の
台
湾
省
農
業

試
験
所
考
察

台
北
市
着。

市
内
泊

っ、υ
・ハ
U

1
i

・ハ
U

9 

00 

故
宮
博
物
院
な
ど
台
北
市

内
を
考
祭

専
用
パ
ス

で
一
路
鹿
谷
郷

へ
(
高
速
道
路
利
用
)

南
投
勝
鹿
谷
郷
到
着
。
夕

食
会
に
臨
み
、
郷
内
泊

3
・
0

1
i

・ハ
U

中
正
記
念
堂
な
ど
台
北
市

内
を
考
察
後
、
台
北
空
港

9 

00 

7
・

0

1
i

・ハ
U

へ日
本
ア
ジ
ア
航
空
で
成
田

空
港
へ

向
け
て
帰
国

成
田
空
港
着
。
パ
ス
で
常

磐
自
動
車
道
経
由
一
路
玉

川
村
へ

玉
川
村
役
場
到
着

円。・
nu

1
4
・つ
/】

7
・
0

宅
B
ム
・

1
aム

「空?交や家庭の教育レベル¢
z長!"~~実富十 F 

EE6選1(12.，'月デ(B本の香子場)fC 

g雪おと、 I院のφ華全/:)'"

ぞフス/¥'シ戸海安吉身々を迎

之どぐ打、感載を宣げました。

あたち字新域会冴クル

ブぽ、公開さ加の概要説得

を更げた浸、早速新月のゲl、

戸伎やままJ併を考案しまし

? ¥時的の臓やお縛

三環境崎ま打たま投生芯

私たちは鹿谷郷の婦人会の

皆さんとの交流ということで、

巴本そばの打ち万の講習を万

いました。

そば打ちが始まると、箆谷

郷の婦人の方々は一生懸命に

そば粉を練ったり館ばしたり、

そして切ったりと楽しくそば

打ちをしていました。日本か

ら持参した薬昧用のネギに[包
IJ¥j京フジヨ寺v(高須釜)

本のネギ{ま太いjと驚いていた

ょうで、ネギを抱えて写翼を撮っていました。鹿谷郷

の皆さんからは、「米粉jや{ビーフンjなどの作り方を

教わりましたが、全般的に油を多く使うのに驚きまし

た。

出来上がった料理を食べながら、我々訪問団と鹿谷

の皆さん元との交歓会が楽しく行われ、育意義な交流

と怠りました。

今回料理をとおして棺豆理解を深め合い、広い視野

を易につけられたととは私にとって大変貴重な経験と

なりました。今後の地域活動に空かそうと患います。

f料理作りを遇して

相 互 理 解J

川
る
よ
う
で
し
た
。

L
竹
林
で
は
冬
一
竹
の
収
穫
に
追
わ
れ

て
川
ま
し
た
。
竹
そ
の
も
の
で
は
値

が
安
い
た
め
、
加
工
製
品
の
販
売
ぺ

い
れ
を
入
れ
た
い
と
語
つ
て
い
ま
し

yvA

震
会
の
事
業
は
日
本
と
同
じ
く
紙

合
事
業
体
で
あ
る
が
、
販
売
の
主
力

は
や
は
り
爵
龍
茶
で
、
稲
作
で
忌
リ

ス
ト
が
一
回
向
く
付
く
た
め
、
茶
(
車
話

さ
れ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
震
ム
ー

の
設
備
規
模
は
、
宿
泊
施
設
の
完
備

広
ど
我
が
J

A
の
県
連
合
会
規
模
の

ド
蒔
び
施
さ
れ
、
ま
た
我
が
村
で
の

M
，
引
販
売
を
直
接
伺
わ
れ
、
そ
の
事

業
熱
O
さ
に
は
大
い
に
莞
習
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

日
出
直
産
業
グ
ル

υプ
に
所
属
し
、

鹿
白
川
特
涯
の
-
官
官
茶
畑
と
竹
村
j

蛍
、
さ
ら
に
農
会
(
巴
本
の
農
協
)
怠

ど
を
考
察
し
ま
し
た
。

茶
細
川
は
山
の
急
斜
面
に
小
川
を
一
バ

み
上
ず
土
手
宇
佐
築
き
、
殴
々
知
に
け

培
さ
が
て
い
る
が
、
農
機
異
は
一
訂
以

使
わ
ず
手
摘
み
で
収
穫
す
る
そ
う
で
、

栽
培
条
件
は
巴
本
と
か
怠
り
還
っ
て

)¥米喜孝さん(商須釜)



盤崩提園地造成工事完了
第 1期宅地分譲、20区画

4月18日三受付開始!!

福
恵
県
住
宅
供
給
公
社
が
、
平
成

6
年
度
か
ら
2
か
年
継
続
事
業
で
川
辺

{
号
武
道
地
内
に
工
事
を
進
め
て
い
た
分
譲
宅
地
「
赤
坂
団
地
」
の
造
成
が
こ

の
ほ
ど
完

3
し、

4
月
間
臼
(
木
)
か
ら
、
い
よ
い
よ
分
譲
受
付
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

こ
の
住
宅
団
地
は
、
将
来
の
人
口
増
加
や
定
住
化
の
促
進
に
向
け
て
、
村

が
福
富
県
住
宅
供
給
公
社
に
事
業
要
請
し
平
成

6
年
ロ
月
に
着
工
さ
れ
た
も

の
で
、
約

4
3，
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
に
宅
地
全
判
区
画
(
約

1
4，
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
)
を
整
備
。
村
で
初
め
て
の
公
営
分
譲
住
宅

団
地
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間
は
6
日
間

完
成
し
た
赤
坂
問
地
は
福
島
県
住

宅
供
給
公
社
が
販
売
す
る
こ
と
に
な

り
、
全
仏
民
間
の
う
ち
第

一
則
分
と

し
て
今
回
初
区
闘
が
分
譲
さ
れ
ま

す
り
分
一
様
巾
し
込
み
受
付
は

4
月

時
日
(
木
)
か
ら
開
始
さ
れ
、

1
i
 

d
-
-
4
''
V-
1
-叶

1
1
1山
1
1
A
?
ι

l
'
|
 

は

4
H
お
日
(
火
)
ま
で
の

6
日
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間
は
午
前

叩
時
か
ら
午
後
4
時
。
場
所
は
玉

川
す
支
身
長
田
市
川
安
県
句
む
ず
O

I
l
-
A
l
子
1
ふ止
，
ノ
!
日
ド
ヨ
ド
汁
月

J
2・n
r十
v

て

期
間
中
、
土
・
日
曜

は
現
地
見
学
会
打

受
付
期
間
中
、
4
月
初
日
(
土
)
と

4
月
幻
日
(
日
)
の

2
H
間
は
、
住
宅

供
給
公
社
が
現
地
見
学
会
を
催
す
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
受
付

は
こ
の
現
地
会
場
で
の
み
行
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
午
前
叩
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

圏 第 1期分譲 (20区間)の内訳

ト一一一一「

物件数

plijなどを打fTわせ、住宅を建築し、宅地

ととも に引 き被しをしますので、 Ifl.ぃ!UJ

IIUに人}，，;.したい万のためのiI何度です"

誌11主代金の:ぶJl，)j法は、三Nil主代金から公

bF の泊~lÙ (j~を|伝いた紅i (Iel 己資金)を、

-内

お11'し込みいただいた-hと設，¥1'， 資金，¥"1"

譲種別分

官民
主::::r

fV、『ザト~

そ
れ

申
込
み
に
必
要
な
も
の

U
Ji
-
-
7
合
一.j
〉
三

比

一
/
三

¥
J

〉
庁
・

リ
JH
間
十

71
f
o
…dl
M
7
4
/y
u
一ド

mw説
明
書
ま
た
は
似
泉
徴
収
票
(
写
)

②
明
鋭

(
共
同
で
附
入
す
る
場
合
は
、

ぞ
れ
に
必
嬰
と
な
り
ま
す
り)

昭
和
伺
年
国
の
住
宅
供
結
公
社
法
制

定
を
う
け
、
財
団
法
人
福
患
県
住
宅
公

社
を
組
織
変
更
し
、
福
患
県
が
設
立
し

た
特
別
法
人
で
す
。
現
在
ま
で
約
叩
団

地
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

住
宅
供
給
公
社
と
は

j出;~.の宅地だけの分説で‘すり

-地

・設

-学

5 }--， 

( 5 l"IiTIli) 

M

一EEl-

手

|

一

一

一N
H
Hト

一

医

一

ph
u

-
-
i
 

1t宅15のりliJ:Iしまで 311I1に分WiJJLいをし

ます。

比il史的 Ill- く入 h~;' したい庁に 1，之 i出で寸 <)

・2オ181人でq:r込むより、公}.Ij':の通常融資金

が多く fFiりられますc

-メリッ卜

比
え

f
・
V3ト
に
て

ぬ
吋
/
/
三
札
J
l
d
一

宅
地
分
説

-概要 赤坂団地

・所在地/石川郡玉川村大守川辺宰武道地内

.Id.菌数/全44区画(第 1期分譲20区画)

・交通機関/JR水郡線 r)Ilill沖駅jから徒歩15分 福

患交通バス停 {川辺東口j下車徒歩6分

巴/宅地

備/電気・・ー東北電力、ガス・・・各戸プロパンガス、

上下水道完備

校/小学校・-村立)11辺小掌授(徒歩15分)

中学絞・・・村立泉中学校(大守中地内)

幼稚園・・・村立いずみ却稚園(大寺小高地内)

保青所ー・ー村立泉保蕎所(大写小高地内)



表
I畏わ

笹関病予防盤調@お知名世
飼い犬の登録は、犬の生涯で 1ロです。

ただし、狂犬病の予防注射は、今までどおり

毎年 1回受けなければなりません。

l 飼い主の皆さんヘ I

山形米沢

飯坂温泉福島市街

百注工二ゴさ

(変更後〉

⑩飯野三春石川線(主要地方道)

⑫矢吹小野線(主要地方道)

⑧古殿須賀川線(主要地方道)

⑮母畑須賀川線

⑩ 玉川|田村線

⑩曲木中野目線

高》

山形米沢

飯坂温泉福島市街

(変霊前〉

L__ーーーーー四ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー由回目ーーーーーーーーーー一一ーー四J

『東北の道づくりについてjの 1

i 意見・要望・提案議事申i
東北地方道路広報連絡会議では、東北の道づくりに向けて、

道路利用者から幅広く声や意売を求めています。

阻募集要領

・応葬資格
・応募方法

どなたでも結構です

写数に制限はありません。意見をまとめて、住

所・氏名・年齢・職業をお書きのうえ次の方法でご

応募くだ、さい。

①郵便(ハガキ・封書):送付先

干980 仙台市膏葉区二日町9-15 建設省東

北建設局内 東北地方道路広報連絡会議事務局

②FAX 022-213-4697 
.〆切り 3月31日(日) 消印育効

園問い合わせ先 TEL:022-225-2171制

実華道路標識改善

キヤジページ実施中

番

号

表

示

で

「

利
便
性
ア
ッ
プ
一

塁
由
一
の
案
内
標
識
に
番
号
が
つ
い
一

て
い
る
の
を
ご
奇
知
で
す
か
。

一

県
道
の
案
内
標
識
は
今
ま
で
「
路
一

線
名
」
だ
け
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
-

た
が
、
走
行
申
の
道
路
や
交
差
点
で
一
仰

の
進
行
方
向
を
瞬
時
に
確
認
で
き
る
一
削

ょ
う
「
番
号
」
が
表
示
さ
れ
た
案
内
一
帯

標
識
に
、
全
画
一
的
に
切
り
替
え
が
進
一
内

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

安

ホ

ド
ラ
イ
ブ
の
時
、
こ
の
県
道
番
号
-
路

が
使
わ
れ
て
い
る
道
路
地
図
と
合
わ
一
時

せ
て
利
用
す
る
と
、
安
。
、
安
全
な

一

運
転
が
で
き
そ
う
で
す
ね
。
一

建設省 日本道路公団・福昌県が共同で道路標識改善キャン

ペーン(対象は東北6農の国道・県道)を実施しています。 と男

にくl\ ~ ミ分かりにくし1と とこうした方が良いミなど、あな

たが巴頃患っているご、意見を[専用ハガキjでお寄せください。

キャンぺーンでの意見の受け付けは、 3月31日までとなって

います。

・標識Boxr専用ハガキj用意場所

・玉川村役場建設課 ・建設省のき工事事務所

・県のき建設事務所又は土木事務所 ・各警察署交通課

・運転免許センター ・白本道路公団の各管理事務所

・県内の東北道、磐越道の告サービスエリア

・県内の「道の駅J(ルート115号「っちゅJ、ルート114号rJ 11 
俣jルート121号「たじまJ)

を
あ
り
が
と
う

1
月
山
口
日
の
献
血
者
は
次
の
必
名

…
で
し
た
。
あ
な
た
の
愛
に
感
謝
い
た

…
し
ま
す
。

…
(
敬
称
略
)
【
太
写
は
側

M
献
血
者
】

…
開
鰻
鱗
綴
線
擁
際
機
鶴

朝
倉

山

竹

三

安

藤
ト
シ
子
上
野
光
子

…
小
山
田
志
津

子

車

田

伸

鈴

木

…
一
一
一
千
平
塚
日
出
子
福
士
信
子

…
国
分
一
斎
藤
浩
正
佐
々
木
洋

…
予
滝
口
政
義
滝
田
徳
実
渡
辺

…
幸
雄

諒

欝

踊

臨

盟

大

…
川
内
忠
雄
大
川
内
文
江
大
野
福

一
小
原
ミ
ヤ
子
高
根
孝
泰
円

い
谷
ア
ヤ
子
真
野
目
孝
義

会

田

浩

…
美
添
田
安
夫
藤
田
二
三
男

…
開
擬
醸
翻
機
錦
繍
鑓
麟
鱗
鱗

石
井

…
春
美
小
林
里
美
近
内
由
起
江

…
高
林
浅
輝
溝
井
陳
彦
宗
形
徳
次

…
和
田
信
之
石
井
孝
喜
遠
藤
豊
予

…
大
竹
義
紀
大
野
員
一
車
田
ヨ
シ

…
吾
小
原
幸
蕃
塩
沢
理
博
塩
田

…

敦

塩

田

敬

野

崎

智

之

溝

井

…

康

夫

森

博

次
の
方
々
は
成
分
献
血
者
で
す
。

…
草
野
正
博
小
針
武
彦

…
口
1
月
お
日
福
島
空
港
鹿
島
・
大

…
林
・
佐
藤
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

…
体
現
場
事
務
所
前
(
岩
法
寺
地
内
)

…
で
幼
名
の
方
々
よ
り
献
血
が
あ
り
ま

い
し
た
。

11 
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一みなさんからの話題を

おまちしています一

役場企画読整課

広報係まで

広報たまかわ

• 

南
須
釜
地
区
、
世
代
を
超
え
て

楽
し
く
交
流
行

第
叩
回
冬
季

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

玉川村需少年青成村民会議南須釜地区推進協議会(真野自喜

正会長)主催の冬季レク Ij工ーション大会が、村霊力労者体甫セ

ンターで関かれ、南須きさ地包の幼稚鹿児からお年寄りの方ま

で約100人が参加しました。

大会では縄跳び競技や餅っき大会、。×ゲームなどが繰り

広げられ、参加者たちはt世代を超えて交流を深め合いました。

縄跳び競技の結果は、 2，056回を跳んだ相楽潤君(須釜小5
年)が総合優勝を果たし、 21立は1，612口で翼野田悠太君(間3

年)でした。

平成8年3丹

老人福極に役立てて下さい

広報たまかむ

シャンソンの魅力に酔いしれる
新春テ、イナーショーとシャンソンのタベミ

クラウンレコード所農のシャンソン軟手、長:f3:J//みず

ほさんを迎えての新番ディナーショ-(シャンソンのタ
ベjが、マーヴ、エラス末広で弱かれました。

240人が参加したこの村初の本格的なディナーショー

はf村おこし玉川書楽祭実行委員会jのメンバーらで結

成した玉JI /シャンソン愛沼会(大和田重隆会長)が主催

したもので、会場はしっとりした大人の雰囲気仁包まれ

ていました。

「
虫
歯
な
い
ん
だ
ヨ
」

第

4
回
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

平
成
7
年
度
第
4
冊
目
の
「
よ
い

歯
の
コ
ン
ク

i
ル
」
表
彰
式
が
村
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

3
歳
児
健

康
診
査
の
「
歯
科
」
で
出
荷
が
な
か
っ

た
子
ど
も
、

2
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た口
よ
い
歯
を
し
て
い
る
の
は

子
ど
も
た
ち
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名
と
地
区
名

福富空港開港3周年記念

フェスティ)'()レ

り
.3月37日(日)午前9時30分間始

置場所:福島空港ターミナル内外
量主催:開港3周年事業実行委員会

σ〉• @ 

我
妻
さ
ん
に

統
計
功
労
の

表
彰
川
一

12 

平
成
7
年
度
石
川
地
方
統
計
協
会

(
会
長
関
根
清
寿
平
田
村
長
)
の
統
計

功
労
者
表
彰
で
、
本
村
か
ら
は
我
妻

勝
雄
さ
ん

(ω
歳
。
山
小
屋
地
区
)
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
口

我
妻
さ
ん
は
統
計
調
査
員
と
し
て

昭
和

ω年
か
ら

m年
以
上
に
わ
た
り
、

農
業
セ
ン
サ
ス
や
国
勢
調
査
な
ど
に

従
事
。
統
計
精
度
の
向
上
に
つ
く
き

れ
ま
し
た
。

及
川
さ
ん
、

全
国
大
会
2
位
打

全
国
商
業
高
校
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

東
京
都
新
宿
区
の
野
口
英
世
記
念

会
館
ホ

i
ル
で
開
か
れ
た
第
ロ
回
全

毘
商
業
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
で
、
福
島
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
学
法
石
川
高
校
1
年
の
及

川
北
大
由
希
さ
ん
(
竜
崎
地
区
)
が
、
ス

ピ
ー
チ
の
部
で
見
事
準
優
勝
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
全
面
四
十
七
都
道

府
県
の
代
表
が
出
場
し
、

2
部
門

(
ス
ピ
ー
チ
の
部
、
暗
唱
の
部
)
で
英

語
力
を
競
い
ま
し
た
。

「
将
来
は
英
語
を
生
か
せ
る
仕
事

を
し
た
い
」
と
語
る
及
川
さ
ん
は
、

泉
中
学
校
時
代
、
英
語
弁
論
県
大
会

で
は
6
位
で
し
た
口

13 



0_0 司圃の健康とよみ

Z療合一部負担金、引き上げ

ひ芯祭り行事より

自動車税 ー

納税期限、5月31日!
老人保健法等の一部を改正する法

律の施行仁より、平成8年4月から

70歳以上(寝たきりの万は65歳以上)

の方の老人医療費の一部負担金が、

下表のとおり引き上げられます。

入院時
一部負坦金

外来時
一部員担金

18 .710円

(ただし、低
所得者につ
いては 1日
300円)

700円

(ただし、低
所得者につ
いては 1自
300円)

詳しくは、役場保健課までお尋ね

ください。

平成8年度の労働保険の年度更新

をする時期がまいりました。 4月初

めに謡昌克働基準局、または県雇用

保険課から送付される申告書用紙に

記入のうえ、 |5月15日までlに最寄り

の金融機関、郵便局、労働翠準監醤

1日

( 1ヶ月)

1.010円

自動車税IJ，4月1日現在に自動車を所

有している(陸運局に登録している)方に対

し、 5日31日を納期限として課税されます。

納税通知書は、 5月中旬に送付されます

ので、早めに納めましょう。

なお、身体嘩害者や精神嘩害者等の売が

利用する自動車で、一定の要件に薮当する

場合に自動車税が減免される制度がありま

す。該当する月は、次の書類を;訴えて5月

24日までに申請してください。

〈減免申請にl必要な書類等(初めて申請する

場合)) 

1 自動車税減免申請書(福富県黒申地方

振興局黒税部にあります)

2 身体障害者手帳、戦傷病苦手帳又は療

宵手帳

3 還記する万の運転免許証

4 自動車検査証(車検証)

5 家族の方が運転する場合には、曳体障

害者等のために運転する詣の証明書

6 納税義務者の印鑑

※詳しくほ、県中地方振興局県税部(包

0249-35-1235)にお尋ねください。

平成巨百官ヨ戸c;nnnc::ゐMミζる
8年度抗よさ花F>25<JUU己決邸亘弓

開催のお知5せ!
次により平成8年度の東京玉川|会・総会を開催し

ますので、ぜひ御出席ください。

園開催月日平成8年 6月 2日(臼)

園調会時間正午

圃揚 所 菩j英会館(東京都文京区大琢)

園会 費 1人 5，000円

総会後の懇親会では楽しいアトラクションなどを

予定しています!! 

事務局:玉川村役場企画調整課

E覇軍司覇軍軍撞

， I采

{呆

， I菜

{采

ポリオ予防接種

午後 1時'""'-'1時15分
ポリオ予防接種，

午後 1時'""'-'1時30分

機能訓練・" ，十

午後 1時30分から

乳児健診・-

午後 1時'"'-'1時30分

1議6ヶ月兜健診

午後 1時"-'1時30分

:保鍵センター 須公:須釜公民館

躍4月

3日(水)

4日(木)

10日(水)

15日(月)

17日(水)

改定前

(::21) 

午前8時30分~午後5時(ただし

土・日曜自は縦覧できません)

場所玉川村役場税務課内

躍縦覧は、自定資産の所奇者及び所南蓄の

同居の親族、または縦覧を委任された方に

限ります。(委任された完は委{壬状力1~!.i6\要

となります)

自動車税は毎年4月 1日現在の陸

運吏毘の登録内容(所育者・住所な

ど)により課税され、 5舟中旬に送

付される納税通知書で、 5月31巴

までに納めることになっています。

納付時期になると、(廃車した

(売った)車の納税通知書が届いたj

I新しい住所地に納税通知書が居か

ないJなどの問い合わせが県税部に

寄せられます。

抹消や名義変更、住所変吏などの

手続きを3月末日までに済ませてお

かないと、このよう芯トラブルが起

きてしまいます。

自動車を「売ったときH買ったと

きJi譲ったときJr譲られたときj

「廃車したときH転居したときjは、

早めに登録手続きを済ませましょう。

手続きなど詳しくは、次のところ

までお問い合わせください。

由自動車の登録について

【播富ナンバーの場合}東北運輸局

福島陸運麦局ft(0245) 46-0341 

[いわきナンバーの場合}東北運輸

局福富陸運支局いわき自動車横査登

録事務所公(0246)27 -6151 

国自動車税について

福畠県県中地方振興局県税部

ft (0249) 35 -1235 

女玉川村少年錨友会
団員募集中!!

村内で唯一のスポーツ少年団、玉川村少年剣友会(小針

保定会長)では、ただいま団員を募集中です。小掌 1年生

から6年生までの剣道をやってみたし1君!入会お待ちして

います。申し込みは村公民館まで。

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付を

いただきました。厚く御礼申し上げます。

記

・蒜生の主主弓音治さんから 1万円

・竜l埼の小林政美さんから 2万円

・東京玉川会から「ふるさと福祉事業J(第3回目)

として 1千円

(村社会撞祉協議会)

.広報たまかわ観音舛の方に送りませんかγ
園お送りする期間"-'8年4月号から9年3月号までの 1年分

圃代 金'"'-'1人につき1，000円

園申込み先~代金を添えて役場企画調整課へ3月31白まで

.※継続される方も、間じように手続きをお願いします。

{
納
期
限
は

3
開
市
白
(
室
)
で

し
た
。
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
】

間時

|お誕生おめでとうございます|

(2月届出分)

保護者名

健司

安

孝

必
紘
一
丁

4
M
M伊

ノ

Z
t

出生児氏名

近内亮太

吉村玲央

篤史

鈴木耀

地

竜崎

高須釜

ノノ

北須釜

区

3，892人(+6) 

村のようす
(8年2月1臼現在)

轡 1川戸(+5) 

私 7，634人(十11)

寺

五

3，742人(十5)

国
民
年
〈
孟

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

党
派
な
る
政
の
遣
い
の
品
を
み
る
も
老
夫
の
膳
本
は
わ
れ
に
外
な
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
空
缶
拾
い
に
参
加
し
て
A
フ
史
に
知
る
ボ
イ
捨
て
の
多
さ

身
に
あ
ま
る
賞
に
浴
し
ぬ
自
の
浅
さ
歌
に
い
さ
さ
か
差
ら
い
を
も
っ

冷
え
込
み
の
し
る
さ
朝
の
窓
ガ
ラ
ス
曇
れ
ば
指
で
描
く
人
の
名

姉
の
来
て
わ
が
歌
な
ど
を
批
評
す
る
老
の
部
屋
に
は
春
日
の
差
し
て

弾
丸
の
さ
く
裂
の
音
ち
か
く
し
て
荒
波
に
唾
び
し
ち
ち
は
は
の
声

欠
か
さ
、
ず
に
送
ら
る
友
の
手
書
き
な
る
賀
状
は
若
さ
沼
ハ
を
偲
ば
す

署などで手続きをされますようお知

らせします。

期日までに申告できるよう、賃金

台帳なども整備しましょう。

詳しくは福患労働基準局(福邑市)

ft0245-34-1111まで。

出し、その税額を納付しなければな

りません。
詳しくは、お気軽に須費j11税務署

怨 (0248)75-2194まで

。
個人事業者で、平成5年中の課税

売上高が3，000万円を超える方およ

び課税事業者選択居出喜を提出され

た方は、 4月 7B(月)までに平成

7草分の{消費税確定申告書jを提

山

山

詔

治

美

社

出

市

踊

世

音

政

(
/
-(

齢年

64 

死て者氏名

真弓ヨシヱ

小林由政

区

生

抱

蒜

竜

舎
月
の
納
税

3
月
分

村
公
民
館

金十

昼
里

溝
井
は
な
よ

真
弓

は
ん

小
針
み
ね
子

t~v 
沼金十

守
次

曲
中
き
く
み

14 

68 事奇

ツ
ヤ

15 
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奉
仕
作
業
、
終
わ
れ
ば

楽
し
男
女
青
年

こ
の
写
真
は
、
岩
法
寺
の
大
竹
武

雄
さ
ん
(
九
歳
。
写
真
左
端
)
か
ら
提

供
さ
れ
た
も
の
で
、
裏
に
昭
和
同
年

2
月
幻
日
勤
労
奉
仕
の
記
念
と
堂
聞
か

れ
て
あ
り
ま
し
た
。
「
こ
ン
時
写
っ

て
ン
の
は
青
年
団
の
役
員
で
、
分
団

長
ゲ
の
回
ウ
ネ
(
耕
起
)
ゃ
っ
た
時

だ
」
と
語
る
武
雄
さ
ん
。

当
時
、
泉
村
青
年
団
岩
法
寺
分
団

長
だ
っ
た
故
大
竹
正
一
さ
ん
(
写
真

中
央
。
輿
吉
氏
の
父
)
の
回
で
写
っ

て
い
る
方
々
は
、
分
団
長
の
左
が
吉

田
金
作
氏
(
け
歳
)
で
副
分
団
長
で
し

た
。
そ
の
後
ろ
で
立
っ
て
る
人
は
故

塩
津
義
秋
さ
ん
(
ミ
イ
さ
ん
の
兄
)
で
、

そ
の
左
側
、
武
雄
さ
ん
の
間
で
座
っ

て
い
る
の
は
故
大
竹
勇
さ
ん
(
好
雄

氏
の
兄
)
だ
そ
う
で
す
。
草
野
タ
ツ

さ
ん
(
写
真
右
端
)
や
佐
久
間
カ
ネ
さ

ん
(
右
か
ら
3
人
目
)
更
に
左
に
順
に

岡
部
シ
ン
さ
ん
(
竜
崎
。
旧
姓
大
竹
)

吉
田
ト
シ
さ
ん
、
大
竹
マ
サ
さ
ん
、

と
続
い
て
い
ま
す
。

「
終
わ
っ
て
ガ
ラ
、
み
ん
な
シ
て

自
転
車
で
須
賀
川
サ
映
画
見
サ
行
グ

の
が
楽
し
み
で
ナ
」
と
武
雄
さ
ん
。

太
平
洋
戦
争
と
な
り
、
回
に
日
の

丸
の
旗
を
立
て
て
の
記
念
写
真
で
す

が
、
夕
方
か
ら
の
楽
し
み
が
待
っ
て

る
た
め
か
、
表
情
は
明
る
い
で
す
ね
。

f忘れ5れない兄弟4組の旅j

培玉県与野市

細測昭三子さん(小高出身
i日娃高原)

一東京玉川会員だより-

庭
の
枝
垂
れ
梅
も
五
分
咲
き
と
な

り
ま
し
た
が
、
風
の
冷
た
さ
に
ま
だ

春
が
遠
い
こ
と
を
感
ず
る
こ
の
頃
で

す
。
玉
川
の
空
に
も
、
ま
だ
ま
だ
風

花
が
飛
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん

，刀

毎
年
の
玉
川
会
総
会
、
本
当
に
お

世
話
に
な
っ
て
ま
す
。
そ
し
て
会
の

後
の
ミ
ニ
同
級
会
も
何
よ
り
の
楽
し

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
正
月
か
ら
幾
度
小
高
に

帰
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
生
ま
れ

て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
玉
川
を
離
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
よ
な
く
故
郷
を
愛

し
て
い
た
た
っ
た
一
人
の
弟
が
三
月

さ
ゆ
う
せ
い

に
急
逝
し
、
本
当
に
淋
し
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
村
の
皆

様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。で

ぷ
し
よ
う

亡
く
な
る
丁
度
一
年
前
出
不
精
だ
っ

た
弟
夫
婦
の
招
待
に
よ
り
、
兄
弟
四

組
八
人
で
沖
縄
旅
行
を
さ
せ
て
も
ら

や

じ

き

た

い
ま
し
た
。
ま
る
で
弥
次
喜
多
道
中

の
よ
う
な
旅
の
ス
タ
ー
ト
は
福
島
空

港
。
大
阪
経
由
で
ア

ッ
と
い
う
聞
に

沖
縄
に
着
き
ま
し
た
。
因
。
納
村
の
ひ

め
ゆ
り
の
塔
、
そ
し
て
石
垣
島
や
竹

島
な
ど
、
楽
し
い
四
泊
五
日
は
瞬
く

間
に
過
ぎ
、
弟
が
心
か
ら
喜
ん
で
い

た
こ
の
旅
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
旅

と
な
り
ま
し
た
が
、
飛
行
機
の
旅
は
、

自
分
の
家
の
庭
先
か
ら
飛
び
立
っ
て

行
く
よ
う
な
感
じ
で
本
当
に
便
利
に

な
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
の
玉
川

が
ど
ん
な
に
発
展
す
る
の
か
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

で
も
、
昔
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
伝

統
も
後
世
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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